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い 魁 ・し.溺 偽 場 縣 以 主ご髄 斥繭 き。従 和 イ直 は

欝 倒t32輪)≠ 綴/毒 一(講 齢 〕一ヱ.

(4)

z悔 筋 嶋.温 摩 の蒜 少 図 半 島 τ/§ 鎌 ・値1達 増 ㌍ し.

臼,娃 に 璃 ケ 禍 。

凱IT-T。 ∫、.x9,K系 と・ 比 較

IT-T・S2-xs・ 誘 は・イ編 ズ/LW"dan`&,age砺 吻 イ魂

芝祠 。 こ・ 温 度 樋 噂 備 温 ・劇 で・の 万編 郭 抗 は 瀦 鴫

の 増 加 に4羊 な,z ,正z"立 ちiが ソ,鍛 りにイ塵 を 蓮 過 し㊧ 擁隻

ジ銭 少'す る。 一方 イ6温 イ則 ご1な .喚 の 万姦 缶 誰 碗 だしけ が覧観

劇 滅 い る.の,の 福 山 ・劣 田%、 の負 の 磁 鏑 競

芝 該 鯵胆 る 蘭1・ 、A。 蜘 爪 局 劇 食 馨 拡 ガ ソ9,が 覧エキ

ルギ ー 既 出 イ表 為 一すう 皐$考 虜,し72。 一(lle々19§3e五 工瘍 に

士、?,こhと 伺 じ 才嚢 構 を 恥 り 入 れ 荘 壱†.算2イ アな っ7三.

鰍 に 溺5う1・,～ ・→u。 餌 凱 芯.E・=EF重 傍 で 起

こる.磁 端 Ψz・1ぴよ 向 き ス・・ン 禰 与 に 姓 陥 一麹 疾 轄

の エ ネ・レギし幸 伽 よ ε・一酬 ・存 る ガ ら.ボ ツピ ガ ・8

Et-,,4・t,H=EF逗 傍 で 走e:る 。S、Z麹 動 贋 端Fcと 亀 と

の 鑑EI。 一・-Eeが 廊 場 ととも{・ 藏 ケ 茄 卑t・ な リ.局 准 つ

な が ソ を 増 補.ご つ卸.$/・ ご・ガ ・遷 矛9grags4'Eie加

60



さtr5か ら、脇 鍋6坑 へ は 負 の9-S.75N"EEi」2,。 契 際 の 教 値

計 辱Fイ弓・」5図3じ 示 可。 誓

この計 軍iぴ2・ 欠蘇 乏4〒2…1訟 御

rgvl,ill(E、)K(馨cEの'11。 …T.00K

$4碇 しZい る.蔵 鵜
。T電1ゆK

50,00KG

Fiが1磁 場9瑳 加 こ・従,
淑

一1

℃ 正 力・ら貧 へ と物 碕 可

る 万集 ろ は.しT-Ta、S2.x∫ex図3

鞍 駆 再 蜆 して い る。 錫{・.正 の 都 分 の髪ト与{、 つい?書 周

・X"2tみ る と、(3ば と(4拭$Oヒ バZT,が 増 加rrる と(V、

篇 。緬 ケ)、 説 晒 劣曽加 する坊 伽 天竃い茄

正 の πゑ 気 訴 キ売 もX3い 畢 ガ1紀 書命z"1ろ 。(こq定 ・ttr的 奄
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が'ヲ 籔 く ヰg蔓 作 困 し倉 う.8)托 の論渉集 .殖 裁 工場 を 加 丸

Z£,SO我 聴 のZピ ニ が 磁 場 ・ 参 向`。 整 列 しな ぐ

か ソ,磁 鏑 粧 く 正 ・寄 与 さL11:§3・ 機 ・才茜 が 復PS
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